
歳出の状況 267億7,027万円

扶助費
49億4,165万円

18.5%

義務的経費
109億8,767万円

41.1%

その他の経費
105億3,048万円

39.3%

投資的経費
52億5,212万円

19.6%

人件費
33億4,399万円

12.5%

公債費
27億203万円
10.1%

民生費
87億8,304万円

32.9%

教育費
43億1,625万円

16.1%土木費
31億1,021万円

11.6%

公債費
27億201万円
10.1%

総務費
29億2,874万円

10.9%

衛生費
16億6,181万円

6.2%

消防費
10億8,813万円

4.1%

商工費
9億1,733万円

3.4%

普通建設事業費
50億5,336万円

18.9%
災害復旧費
1億9,876万円

0.7%

補助費等
43億7,624万円

16.3%

物件費
35億8,637万円

13.4%

貸付金
５億1,426万円

1.9%
積立金　　　４億3,208万円  1.6%
維持補修費　１億7,623万円  0.7%

農林水産業費 8億2,682万円 3.1%
災害復旧費 2億4,969万円 0.9%
議会費 1億8,452万円 0.7%
労働費 172万円 0.0%

歳 出
性質別

歳 出
目的別

繰出金
14億4,530万円

5.4%

義務的経費の増加
　人件費が委員等報酬、給料等に
より減となる一方、扶助費や公債
費の増により、義務的経費全体と
しては前年度に比べ6億3,955万円、
6.2ポイントの増となりました。
投資的経費の増加
　普通建設事業費が、大松山運動
公園拡張整備事業、認定こども園
整備事業、南河内中学校大規模改
修事業等で減となる一方、石橋中
学校大規模改修事業等の増によ
り、投資的経費全体としては前年
度に比べて2,144万円、0.4ポイ
ントの微増となりました。
その他経費の増加
　積立金や繰出金が減となる一
方、物件費、補助費等の大幅増に
より、その他の経費全体としては
前年度に比べて3億8,159万円、
3.8ポイントの増となりました。

民生費の増加
　教育・保育施設型委託事業、ふれあ
い館改修事業、きらら館改修事業等の
増により、前年度に比べ8億5,364万円、
10.8ポイントの増となりました。 
衛生費の増加
　小山広域保健衛生組合負担金、一般
廃棄物収集運搬業務委託事業、予防接
種事業の増により、前年度に比べ13億
9,269万円、19.3ポイントの増となり
ました。
土木費の増加
　市道1-2号線整備などの市道整備事
業が減となる一方、下水道事業会計負
担金、JR小金井駅東西自由通路修繕事
業等の増により、前年度に比べ4億
1,853万円、15.5ポイントの増となり
ました。
教育費の減少
　大松山運動公園拡張整備事業、南河
内中学校大規模改修事業、南河内公民
館改修事業等の減により、前年度に比
べ6億6,762万円、13.4ポイントの減と
なりました。
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